
一般生活者への設問 
（N=3400） 



（基数：一般生活者 N=3400） 対象者属性 

◆地域 

◆性別 ◆年齢 

◆未既婚 ◆子供の同居有無・人数 
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（基数：一般生活者 N=3400） 対象者属性 
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300万円
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（基数：一般生活者 N=3400） 対象者属性 
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お金は計画的に使う方だ

将来のために貯蓄を心がけている

貯蓄をするが続かない事が多い

おごったりごちそうする事が多い

将来金銭的余裕を持って生活したい

老後生活に資金面で不安を感じる

貯蓄や資産運用を考える事が多い

元本保証されないものには投資しない

責任意識を持ち資産運用すべきだ

資産運用にはあまり興味がない

今後資産運用を前向きに考えたい

株式投資に興味がある

今の楽しみを優先してお金を使う

お金で人の性格が変わる事がある

お金よりも大切なものがあると思う

一般的な生活以上のお金は不要

暮らせるだけのお金があれば働かない

親しくてもお金の貸借はよくない

キャッシングには強い抵抗がある

緊急時、キャッシングを利用するかもしれない

わからない

この中にあてはまるものはない

（基数：全ベース N=3400）

お
金
の
使
い
方

資
産
運
用
に
対
す
る
意
識

金
銭
観

ロ
ー

ン
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用

49.0

44.2

16.1

9.9

50.5

49.2

21.7

20.7

15.5

15.5

15.1

14.5

13.5

49.5

30.2

13.8

10.0

53.9

36.2

8.3

1.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

◆お金に対する考え方 



（基数：一般生活者 N=3400） 対象者属性 
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老後の生活に不安を感じた時

医療・治療等で出費が必要な時

結婚・出産・マイホームや車の購入・
教育などライフイベントが発生した時

旅行やレジャー、交際、飲食等で出費が
必要な時

現在の生活に不安を感じた時

自分以外の冠婚葬祭で出費が必要な時

趣味・嗜好等で出費が必要な時

給与・ボーナス等の収入があった時

経済・金融動向に不安を感じた時

光熱費・通信費・食費等普段の生活で
出費が必要な時

贈与・相続等のある程度まとまった
収入があった時

普段から金融ニーズを感じている

法律や税金のことで困ったことがあった時

金融ニーズはまったく感じない

その他

特にない

（基数：全ベース N=3400）

47.7

47.3

43.9

35.0

29.4

25.6

22.8

21.5

20.9

18.1

10.0

7.2

6.9

0.7

0.5

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

◆金融ニーズのタイミング・ライフイベント 

肯定

意見

（計）

否定

意見

（計）

商品やサービスについて、インターネットで
情報を収集することがよくある

42.2 36.6 

商品やサービスについて、人に話を聞いたり
店頭などで調べたりすることがよくある

20.4 53.1 

商品やサービスについて、インターネットに
書き込むことがよくある

5.5 79.7 

商品やサービスについて、
人と話題にすることがよくある

13.9 60.7 

（基数：全ベース N=3400）

11.9

2.4

1.0

1.5

30.3

18.1

4.5

12.4

21.2

26.4

14.9

25.4

19.9

33.9

25.0

32.1

16.6

19.3

54.7

28.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても

あてはまる

まあ

あてはまる

どちらとも

いえない

あまり

あてはまらない

まったく

あてはまらない

◆日常の情報探索行動・情報共有行動 



（基数：一般生活者 N=3400） 対象者属性 
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◆主要メディアの1日平均接触時間 

接触者

（計）

テレビを見る 97.0 

ラジオを聴く 45.1 

新聞を読む 71.1 

雑誌を読む 55.6 

インターネット（パソコンから）を利用する 98.8 

インターネット（スマートフォンから）を利用する 28.4 

インターネット（携帯電話から）を利用する 21.5 

SNSサイトを利用する（パソコンから） 31.7 

SNSサイトを利用する（スマートフォンから） 17.8 

テレビを見る 97.1 

ラジオを聴く 38.4 

新聞を読む 69.5 

雑誌を読む 53.0 

インターネット（パソコンから）を利用する 96.4 

インターネット（スマートフォンから）を利用する 27.2 

インターネット（携帯電話から）を利用する 18.5 

SNSサイトを利用する（パソコンから） 30.4 

SNSサイトを利用する（スマートフォンから） 17.6 

土
日
・
祝
日

平
日

（
月
～

金

）

14.4

29.8

59.3

49.7

14.6

15.5

16.3

24.8

13.6

10.9

27.0

55.8

45.6

13.8

14.3

13.5

22.2

12.7

21.7

6.6

9.6

4.4

26.9

6.2

2.6

3.7

2.1

17.1

5.5

11.1

5.4

22.5

5.7

2.4

4.4

2.3

24.9

3.6

1.6

0.9

24.2

3.3

1.4

1.5

1.1

25.4

2.7

2.1

1.5

24.9

3.7

1.1

2.0

1.5

15.4

1.8

0.5

0.3

13.1

1.6

0.5

0.5

0.4

17.5

1.3

0.4

0.1

13.5

1.6

0.7

0.7

0.6

20.6 

3.2 

0.1 

0.3 

19.9 

1.9 

0.7 

1.1 

0.5 

26.2 

1.9 

0.2 

0.4 

21.7 

1.9 

0.8 

1.1 

0.5 

3.0 

54.9 

28.9 

44.4 

1.2 

71.6 

78.5 

68.3 

82.2 

2.9 

61.6 

30.5 

47.0 

3.6 

72.8 

81.5 

69.6 

82.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満
３時間～４時間未満 ４時間以上 利用していない
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第１章．個人での金融機関の利用実態と評価 

Q 個人預貯金口座を持つ金融機関・最も利用する金融機関 

●いずれかの銀行口座は合計で95.1％とほぼ全員が保有。 
●最も利用する金融機関は「都市銀行」（32.1％）、「地方銀行」（28.3％）。「銀行（計）」では71.1％。 

個人での金融機関の利用について 

Q 個人預貯金口座を持つ金融機関の印象評価 

●都市銀行は、「ATMが多く、身近な場所にある」「ATMの利用可能時間が長い」「店舗が多く、身近な場所にあ
る」など“利便性”に加えて、「給与振込など会社関係の口座として使える」「規模が大きくて、安心できる」印象
が特徴的。 

●信用金庫・信用組合、農協・漁協は、「地域の生活に密着している」印象が強い。 

　　銀行（計）

都市銀行

地方銀行

第二地方銀行

信託銀行

外国銀行

インターネット専業銀行

その他の銀行

信用金庫・信用組合

農協・漁協

ゆうちょ銀行

その他の金融機関

金融機関は利用していない

（基数：全ベース N=3400）

95.1

56.7

56.8

12.4

5.4

1.6

43.6

6.8

20.4

10.4

77.6

5.4

0.3

71.1

32.1

28.3

3.2

0.2

0.0

6.4

0.8

5.3

1.1

20.9

1.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個人口座保有

個人口座主利用

注）各銀行区分の具体的銀行名は、P49を参照 

基数：各金融機関の利用者 1位 2位 3位

(%)

(N)

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
可
能
時
間
が
長
い

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
多
く
、

身
近
な
場
所
に
あ
る

店
舗
が
多
く
、

身
近
な
場
所
に
あ
る

接
客
態
度
が
よ
い

金
利
が
有
利
で
あ
る

手
数
料
が
有
利
で
あ
る

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
の

取
引
が
便
利
で
使
い
や
す
い

地
域
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る

規
模
が
大
き
く
て
、

安
心
で
き
る

給
与
振
込
な
ど
会
社
関
係
の

口
座
と
し
て
使
え
る

海
外
で
引
出
し
が
で
き
る

都市銀行 (1929) 35.6 44.0 30.8 22.3 2.0 10.6 23.5 2.8 36.2 37.7 9.0

地方銀行 (1932) 20.5 47.1 38.4 20.2 2.8 4.7 7.7 25.8 7.5 34.1 1.8

第二地方銀行 (421) 15.4 34.9 26.1 21.9 5.0 6.2 7.1 26.1 2.9 23.5 0.7

信託銀行 (185) 5.9 2.2 2.7 24.3 21.6 4.9 10.3 2.2 21.1 4.3 0.5

外国銀行 (56) 12.5 3.6 0.0 7.1 23.2 5.4 14.3 1.8 12.5 3.6 73.2

インターネット専業銀行 (1484) - - - 0.6 34.0 43.1 69.7 0.3 2.2 5.4 2.9

その他の銀行 (230) 21.3 25.2 7.8 6.1 30.9 34.3 36.5 3.0 3.9 10.0 7.4

信用金庫・信用組合 (694) 13.0 25.6 27.7 26.1 7.6 5.2 3.6 37.3 2.7 18.4 0.1

農協・漁協 (352) 9.1 20.2 21.3 16.2 9.1 3.1 2.8 39.5 8.2 11.1 0.3

ゆうちょ銀行 (2638) 23.0 46.9 49.8 16.5 5.0 20.2 9.5 20.1 23.5 13.5 0.8

その他の金融機関 (183) 19.7 14.2 8.2 13.1 23.5 26.2 23.0 8.2 5.5 14.2 6.0

(基数：一般生活者 N=3400) 



今後利用したい

94.1

54.5

8.6

10.1

3.7

8.0

3.4

2.9

9.8

48.4

50.9

57.6

5.4

5.8

3.0

1.4

87.6

41.7

8.4

8.9

1.8

6.9

2.8

2.7

8.2

37.6

41.8

50.9

4.7

5.2

2.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれかの金融機関で利用したい

いずれかの銀行で利用したい

現在利用している

普通預金

定期預金

外貨預金

投信や国債などの購入

保険商品の購入

住宅ローンの借入れ

マイカーローン、教育ローン
などの目的別ローンの借入れ

銀行のカードローンの借入れ

クレジットカード会社
などのローン（キャッシング）

給与･年金・公的給付金
などの受取り

自動口座引落し（口座振替）

現金の出入、振込、払込

金融商品やサービスに関する
情報の入手

資産運用についての相談

ローンや借入れについての相談

その他

（基数：全ベース N=3400）

97.5

53.3

8.1

11.0

5.5

10.3

2.4

3.4

12.6

52.3

56.9

64.1

4.2

4.5

2.6

2.1

91.8

40.6

7.9

9.4

2.5

8.9

2.0

3.1

10.7

40.9

45.9

56.4

3.5

4.1

2.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれかの金融機関で利用

いずれかの銀行で利用
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第１章．個人での金融機関の利用実態と評価 

Q 個人預貯金口座を持つ金融機関の利用目的（現在利用している） 
Q 個人預貯金口座を持つ金融機関の利用意向（今後利用したい） 

●「普通預金」「現金の出入、振込、払込」「自動口座引落し」が、現在の３大利用目的。 

●今後利用したいものとしても、同様の結果。 
 

(基数：一般生活者 N=3400) 
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Q 銀行チャネルの利用頻度 

Q 銀行チャネルの利用意向 

第２章．個人での銀行の利用実態と評価 

銀行チャネルの利用について 

利用

（計）

銀行の窓口 92.7 

銀行内のＡＴＭ 96.8 

コンビニエンスストアや
スーパーなどにあるＡＴＭ

69.3 

インターネットバンキング 65.2 

モバイルバンキング
（スマートフォンを除く）

9.6 

スマートフォン向けバンキング 6.5 

テレフォンバンキング 5.1 

外交員・渉外担当者 10.6 

その他 2.7 

（基数：銀行利用者 N=3235）

2.8

17.6

10.5

13.0

1.4

1.5

0.3

0.4

0.2

5.2

26.3

13.6

12.7

1.1

0.8

0.2

0.2

0.2

16.7

31.8

16.5

17.7

1.9

1.3

0.6

1.8

0.3

15.5

9.1

8.0

8.5

0.9

0.7

0.4

1.1

0.0

19.1

5.1

5.8

4.7

0.8

0.4

0.6

1.6

0.2

33.3

6.8

14.8

8.6

3.6

1.9

2.9

5.5

1.9

7.3

3.2

30.7

34.8

90.4

93.5

94.9

89.4

97.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に１回以上 ２～３週間に１回くらい 月に１回くらい
２～３ヶ月に１回くらい 半年に１回くらい １年に１回以下
利用していない

利用

意向

あり

（計）

利用

意向

なし

（計）

銀行の窓口 65.3 34.7 

銀行内のＡＴＭ 91.6 8.4 

コンビニエンスストアや
スーパーなどにあるＡＴＭ 67.2 32.8 

インターネットバンキング 64.7 35.3 

モバイルバンキング
（スマートフォンを除く） 12.6 87.4 

スマートフォン向けバンキング 15.0 85.0 

テレフォンバンキング 5.2 94.8 

外交員・渉外担当者 9.9 90.1 

その他 3.5 95.1 

（基数：全ベース N=3400）

24.5

55.2

36.3

38.8

4.6

5.6

1.0

2.5

0.5

40.8

36.3

30.9

25.9

7.9

9.4

4.2

7.4

2.9

29.2

6.2

19.2

13.3

23.8

22.4

22.7

23.0

19.1

5.4

2.3

13.6

22.0

63.6

62.6

72.1

67.1

76.0 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用

したい

まあ利用

したい

あまり利用したい

とは思わない

利用したいとは

思わない

無回答

●「銀行内のATM」利用率は９割以上で、２割が「週１回以上」、６割近くが「月１回以上」利用。 

●「インターネットバンキング」の利用率は65.2％。特に男性30～59歳での利用が目立つ。 
 一方、女性や高齢者の利用率は低い。 

●「銀行内のATM」の利用意向は９割で圧倒的に高い。 
  「インターネットバンキング」の利用意向は64.7％。特に39歳以下の男女では「モバイルバンキング」や 
  「スマートフォンバンキング」と併せて利用意向が高い。 
  男女60歳以上では「外交員・渉外担当者」の利用意向が高い。 

(基数：一般生活者 N=3400) 
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Q インターネットバンキング利用メリットの認知・魅力度 

Q インターネットバンキングの非利用理由 

●主な認知・魅力点は「24時間いつでも利用できる」「わざわざ銀行に行かなくてもよい」 
「残高照会・取引明細が簡単に確認できる」「振込手数料が安い（あるいは無料）」。 

●「振込手数料が安い（あるいは無料）」は、魅力点では3位に挙がる。 

第２章．個人での銀行の利用実態と評価 

インターネットバンキングの利用について 

２４時間いつでも利用できる

わざわざ銀行（店舗やＡＴＭ）に
行かなくてもよい

残高照会・取引明細が簡単に
確認できる

振込・振替が簡単にできる

振込手数料が安い
（あるいは無料）

預金・借入金利が有利

口座開設費が無料

定期預金・外貨預金が手軽に
預け入れできる

投資信託などの申し込みが
簡単にできる

その他

特にない

（基数：全ベース N=3400）

認知 魅力

85.8

86.7

80.0

74.6

66.3

33.6

46.6

34.2

24.7

0.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

66.9

61.3

49.9

47.3

52.1

25.1

22.2

18.1

9.6

0.6

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットで取引することに
セキュリティ面で不安を感じるから

必要性を感じないから

口座開設の申し込み手続きが
煩雑そうで面倒だから

インターネットでの操作だと、ちゃんと
取引できているか不安だから

インターネットバンキングだと何か問題が
あった時に相談しにくいから

パスワードなどの設定が面倒だから

店舗・ＡＴＭで取引した方が便利だから

口座開設の申し込み手続きに
時間がかかりそうだから

インターネットでの取引は数字だけの
入力で現実味に欠けるから

行員と対面で取引した方が安心だから

月額の利用料金がかかるから

取引している銀行では、インターネット
バンキングが利用できないから

その他

（基数：銀行のインターネットバンキング非利用者 N=1126）

52.1

41.8

29.1

28.9

24.5

21.3

19.4

15.5

14.6

12.0

10.1

0.8

3.8

0% 20% 40% 60%

●「インターネットで取引することにセキュリティ面で不安を感じるから」が主な非利用理由。 
その他「口座開設の申し込み手続きが煩雑そうで面倒だから」「インターネットでの操作だとちゃんと取引き 
できているか不安だから」が上位に挙がる。 
 

 

(基数：一般生活者 N=3400) 
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第３章．個人での資産運用・リスク性商品の利用実態と評価 

Q 資産運用商品の認知・（銀行での）利用・利用意向 

●リスク性商品を利用している人は32.5％、銀行でのリスク性商品利用者は全体ベースで17.8％。 

●利用しているリスク性商品は「株式」（17.0％）、「投資信託」（12.7％）、「外貨預金」（10.0％）が上位。 

●銀行で利用しているリスク性商品としては、「外貨預金」（8.8％）、「投資信託」（6.6％）がみられる程度。 

●今後利用したいリスク性商品としても「株式」（15.6％）、「外貨預金」（12.1％）、「投資信託」（10.1％）と、現状
の利用状況との間に大きな違いはみられない。 

 

資産運用商品の利用について 

※リスク性商品：＊印のついたもの 

普通預金

定期預金

＊外貨預金

＊FX（外国為替証拠金取引）

＊ETF(上場投資信託)

＊国債

＊株式

＊投資信託

＊積立投資信託

＊変額個人年金保険

定額個人年金保険

＊一時払い終身保険

＊一時払い養老保険

＊社債／転換社債

＊外債

＊ラップ口座

＊商品（先物）取引／
商品ファンド

＊不動産投信（REIT）

＊仕組預金

＊その他

利用しているものはない／
特にない

＊リスク性商品（計）

（基数：全ベース N=3400） （基数：銀行利用者 N=3235）

認知 現在利用 利用意向 銀行で利用

99.3

87.7

55.6

41.3

13.1

54.1

57.0

49.5

22.5

21.9

25.0

25.3

24.4

22.5

16.8

3.7

20.1

17.6

6.5

0.2

0.6

72.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

98.7

56.7

10.0

3.6

1.6

7.3

17.0

12.7

1.6

2.6

5.0

2.6

2.4

1.8

1.7

0.1

0.4

2.2

1.4

0.2

1.1

32.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85.0

54.1

12.1

6.7

2.4

7.5

15.6

10.1

2.0

1.6

3.7

1.4

1.8

2.1

2.0

0.4

0.9

2.6

1.2

0.2

7.8

33.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

99.2

53.7

9.2

1.0

0.2

3.7

2.4

7.0

0.6

1.1

1.3

0.7

0.6

0.3

0.4

0.0

0.2

0.6

1.1

0.2

0.6

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

94.4  

51.1   

8.8   

0.9   

0.2   

3.5   

2.3  

6.6  

0.6  

1.0   

1.3  

0.7  

0.5  

0.3  

0.4  

0.0  

0.1  

0.6  

1.1  

0.2  

0.6  

17.8  

(基数：一般生活者 N=3400) 
(基数：一般生活者 N=3400) 
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第３章．個人での資産運用・リスク性商品の利用実態と評価 

Q 資産運用しない理由（リスク性商品非利用者）  

●資産運用をしない理由としては「資産運用に回せる資金がない」ことが最大の理由。 
 続いて、「資産運用についての知識がない」、「元本割れなどのリスクを負いたくない」。 

 

Q 資産運用情報源の利用・重視度・利用意向 

●主な情報源は「金融機関のホームページ」「金融機関のパンフレット」「テレビCM」でいずれも３割程度。 

●重視している情報源としては「金融機関のホームページ」「金融機関のパンフレット」に次いで「インターネット
バンキングの取引画面」が挙がる。 

●今後の利用意向も、重視している情報源とほぼ同様の傾向。 

 

資産運用に回せる資金がない

資産運用についての知識がない

元本割れなどのリスクを負いたくない

結局は損をしてしまう

景気が良くなるとは思えない

自分で考えたり、運用することが面倒

必要な手続きが面倒

手数料や税金が高そう

相談できる人が身近にいない

金融機関のイメージがよくない

その他

（基数：リスク性商品非利用者 N=2294）

68.2

48.4

40.0

28.7

26.8

25.9

21.8

20.0

16.8

8.8

2.4

50.3

12.2

13.0

7.3

6.7

3.6

1.8

1.0

0.6

1.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

あてはまる

最もあてはまる

金融機関のパンフレット

金融機関のホームページ

インターネットバンキングの取引画面

金融機関からパソコン･携帯電話に送られてくるメール

金融機関の店舗ポスターや看板

金融機関のATM

金融機関の窓口･店内フロアーの担当者

金融機関の営業担当者

団体 全国銀行協会（ホームページ・広告・冊子・チラシ等）

テレビCM

テレビ番組

マネー雑誌の記事（あるじゃん、ZAIなど）

新聞広告

新聞記事

インターネット広告（バナー広告）

インターネット掲示板

他 家族･友人･知人などの口コミ

（基数：全ベース N=3400）

ｗ

ｅ

ｂ

入手している情報源 重視している情報源 今後利用したい情報源

金
融
機
関
か
ら
の
情
報

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

の

情

報

31.9

31.9

26.7

12.6

14.4

11.0

10.6

9.1

2.8

30.7

17.8

10.3

14.5

20.3

18.8

8.0

19.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

21.3

23.8

17.1

6.4

5.9

3.7

6.3

6.8

1.3

12.0

8.0

6.4

4.4

12.3

6.8

3.7

12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20.6

24.5

17.4

7.1

5.4

3.8

6.9

6.6

3.5

11.1

7.9

7.2

5.3

12.4

8.8

5.3

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(基数：一般生活者 N=3400) 
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第３章．個人での資産運用・リスク性商品の利用実態と評価 

Q 資産運用における重視点 

Q 金融商品のリスク・手数料などの仕組み理解度 

●金融商品のリスクや手数料などの仕組みを「詳しく知っている」は4.0％、「ある程度は知っている」は33.6％で、
「知っている」人合計は４割。 

元本が保証されている

小さい金額から利用できる

手数料が手頃である

信頼できる運用会社の商品である

定期的に分配金が受けとれる

安定運用を目指している商品である

商品についてわかりやすい情報提供がされている

運用期間選択の自由度が高い

自分が何に投資しているかわかりやすい

運用実績（利回り）が高い商品である

購入後のアフターフォローが充実している

実績ある金融グループの会社である

（基数：全ベース N=3400）

57.3

46.4

33.6

27.4

24.8

22.2

22.2

20.8

17.9

16.3

12.2

11.3

0% 20% 40% 60%

（基数：全ベース N=3400）

認知者

（計）

37.64.0 33.6 39.3 23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく知っている ある程度は知っている あまりよく知らない 全く知らない

●「元本が保証されている」ことが最重視ポイント。「小さい金額から利用できる」「手数料が手頃である」 
「信頼できる運用会社の商品である」などが重視点として続く。 

(基数：一般生活者 N=3400) 

(基数：一般生活者 N=3400) 
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第３章．個人での資産運用・リスク性商品の利用実態と評価 

Q リスク性商品紹介前のコンサルティング営業への期待度  

コンサルティング営業について 

●銀行担当者のコンサルティング営業に対し「期待する」人は４割強。 
コンサルティング営業への期待感は、男女とも若年層ほど高い。 
またリスク・手数料などの仕組みに関する認知度が低い層ほど、期待感は高い傾向。 

 

（基数：全ベース N=3400）
期待

する

（計）

期待

しない

（計）

45.7 54.39.0 36.7 38.4 15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

期待する まあ期待する あまり期待しない 期待しない

(基数：一般生活者 N=3400) 
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第３章．個人での資産運用・リスク性商品の利用実態と評価 

Q リスク性商品検討時のコンサルティング営業の内容・評価 

●担当者から受けた提案内容は、「希望運用期間を確認した上で商品を提案」が最も多く、「運用したい金額に
合った商品を提案」「ニーズに合った商品を提案」「自分の金融知識レベルに合った商品を提案」が続く。 

●満足した内容でも、これら担当者から受けた内容の上位項目が同様に上位に挙がる。 

●不満を感じる提案内容は「具体的な商品提案の前に自分が受け入れられるリスクの度合いを確認」「市況の
変化や法制度の変更など情勢に合わせた商品を提案」「他の金融機関で行っている資産運用の状況も確認
した上で商品を提案」が各１割程度みられるが、６割の人が「あてはまるものはない」と回答。 

●「市況の変化や法制度の変更など、情勢に合わせた商品を提案」は満足レベルがやや低く、不満でも上位に
挙がる。 

Q リスク性商品検討時の銀行担当者コンサルティング営業で受けたい内容 

●「自分の金融知識レベルに合った商品を提案」「希望の運用期間を確認した上で商品を提案」「運用したい金
額に合った商品を提案」「ニーズに合った商品を提案」がそれぞれ３割程度で上位に挙がる。 

 

どのくらいの期間での運用を希望しているか
確認した上で、商品を提案

運用したい金額に合った商品を提案

ニーズに合った商品を提案

自分の金融知識レベルに合った商品を
提案

市況の変化や法制度の変更など、
情勢に合わせた商品を提案

具体的な商品提案の前に、自分が
受け入れられるリスクの度合いを確認

自分の金融取引経験に合った商品を提案

他の金融機関で行っている資産運用の
状況も確認した上で、商品を提案

（基数：提案を受けたことがある人 N=154）

担当者から受けた
提案内容

満足している
提案内容

丌満を感じる
提案内容

81.8

66.2

59.7

58.4

49.4

48.1

44.2

37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

48.1

43.5

36.4

29.9

13.6

20.8

19.5

14.3

0% 20% 40% 60% 80%

3.2

1.3

3.9

6.5

12.3

12.3

6.5

9.1

0% 20% 40% 60% 80%

自分の金融知識レベルに合った商品を提案

どのくらいの期間での運用を希望して
いるか確認した上で、商品を提案

運用したい金額に合った商品を提案

ニーズに合った商品を提案

具体的な商品提案の前に、自分が
受け入れられるリスクの度合いを確認

市況の変化や法制度の変更など、
情勢に合わせた商品を提案

他の金融機関で行っている資産運用の状況も確認した上で、商品を提案

自分の金融取引経験に合った商品を提案

商品の運用に際し、問合わせやアフター
フォローを受けられる窓口を紹介

家族構成などを踏まえ、今後の
ライフイベントなどを見据えたアドバイス

家族の資産も含めた、家計全体での
総合的なアドバイス

その他

特になし

（基数：全ベース N=3400）

32.3

30.9

30.5

29.0

20.1

18.0

17.8

16.9

16.1

11.9

10.4

0.9

36.5

0% 20% 40%

(基数：一般生活者 N=3400) 



偽造・盗難キャッシュカード
による預金引出し

オレオレ詐欺

盗難通帳による
預金引出し

インターネットバンキング
の不正利用

架空請求詐欺

還付金等詐欺

銀行協会職員等を
騙（かた）る犯罪

投資勧誘詐欺

口座売買

融資保証金詐欺

その他

何らかの被害あり

（基数：全ベース N=3400）

認知 丌安度 被害経験 近親者被害経験

90.8

86.8

77.8

77.6

77.2

69.6

53.0

47.9

43.0

39.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

67.6

27.5

46.0

60.7

29.6

19.1

17.1

13.4

－

11.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.8

0.3

0.3

0.5

2.0

0.1

0.1

0.5

－

0.1

0.2

4.4

0% 10% 20%

1.3

3.0

0.6

0.5

2.1

0.3

0.2

0.4

－

0.1

0.1

7.5

0% 10% 20%
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第４章．金融犯罪・金融犯罪防止策の浸透状況 

Q 金融犯罪の認知・丌安度・被害経験・近親者被害経験 

●「偽造・盗難キャッシュカードによる預金引出し」と「オレオレ詐欺」が９割、「インターネットバンキングの不正
利用」「盗難通帳による預金引出し」「架空請求詐欺」が８割程度と高い認知。 

●不安度については「偽造・盗難キャッシュカードによる預金引出し」と「インターネットバンキングの不正利用」
が６割以上で上位２位。 

金融犯罪に対する意識について 

(基数：一般生活者 N=3400) 

※［－］は調査除外項目 
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第４章．金融犯罪・金融犯罪防止策の浸透状況 

Q 金融犯罪防止策の認知・実施 

●金融犯罪防止策の認知は、「ＡＴＭ利用の際には暗証番号の入力時に覗き見されないよう注意する」が９割、
「推測されにくい暗証番号へ変更する」が８割と特に高い。 

●「ＡＴＭ利用の際には暗証番号の入力時に覗き見されないよう注意する」は７割弱の実施率だが、「推測され
にくい暗証番号へ変更する」は４割の実施率にとどまっている。 

 

ATM利用の際には暗証番号の入力時に

覗き見されないよう注意する

推測されにくい暗証番号へ変更する

心当たりのないメールはむやみに開封しない

通帳と印鑑を別々に保管する

怪しいホームページにはアクセスしない

身に覚えのない請求書が届いたら、無視をしてしばらく
様子を見る

「必ず儲かる・元本保証・高配当」などの勧誘に

注意する

暗証番号を定期的に変更する

通帳記入やインターネットバンキングなどで、

こまめに残高や不審な引出しがないかを確認する

1回あるいは1日あたりの引出限度額を設定する

インターネットカフェなど誰でも利用できるパソコンで、
インターネットバンキングの取引は行わない

見慣れない金融商品や投資パンフレット、聞き慣れない

投資会社や金融業者からの電話やＤＭに注意する

ICキャッシュカードへ切替える

ネットバンキング利用の際には、パソコンのOSやブラウザソフ

ト、セキュリティ対策ソフトを最新にアップデートする

生体認証キャッシュカードへ切替える

家族や信頼できる人に相談する

使わなくなった口座は、早めに解約する

その他

ひとつもない

（基数：全ベース N=3400）

認知 実施

89.4

79.6

68.7

68.6

67.4

62.2

55.7

53.3

51.4

49.4

44.6

44.3

43.2

40.6

38.5

34.2

31.0

0.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

67.2

40.7

49.2

43.0

46.9

34.4

31.9

11.6

31.4

22.1

27.2

26.1

17.4

22.5

4.2

13.5

11.8

0.1

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(基数：一般生活者 N=3400) 



事業者への設問 
（N=475） 



◆地域 

（基数： 自営業・自由業・企業経営者N=475） 対象者属性 

◆地域 

◆性別 ◆年齢 

◆未既婚 ◆子供の同居有無・人数 

－22－ 



（基数： 自営業・自由業・企業経営者N=475） 対象者属性 

－23－ 

◆住居形態 

◆世帯年収 

◆保有金融資産額 

200万円
未満

200
～

400万円
未満

400
～

600万円
未満

600
～

800万円
未満

800
～

1000万円
未満

1000
～

1200万円
未満

1200
～

1500万円
未満

1500
～

2000万円
未満

2000
～

3000万円
未満

3000万円
以上

わからな
い･答えたく

ない

5.1

14.1
17.3

12.0 12.6
7.4 8.4

4.6 3.6 1.7

13.3

0%

10%

20%

30%

40%

持家

一戸建

持家

マンション

賃貸

一戸建

賃貸

マンション

賃貸

アパート

公団、

公社の
賃貸住宅

社宅、

官舎

その他

58.3

17.7

2.1

12.8
5.5 2.5 0.6 0.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

300万円
未満

300
～

500万円
未満

500
～

800万円
未満

800
～

1000万円
未満

1000
～

2000万円
未満

2000
～

5000万円
未満

5000万円
～

1億円
未満

1億円
以上

わからな
い･

答えたく
ない

25.7

11.6
3.8 3.6

9.3 10.9
6.3 3.4

25.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%



◆従業員規模 

◆事業（会社）の継続期間 

◆事業年間売上額 

（基数： 自営業・自由業・企業経営者N=475） 対象者属性 

（基数：企業経営者 N=300）

５人
未満

５人～
１０人
未満

１０人～
２０人
未満

２０人～
３０人
未満

３０人～
５０人
未満

５０人～
１００人
未満

１００人～
２００人
未満

２００人～
３００人
未満

３００人～
５００人
未満

５００人
以上

50.0

17.3
9.7

3.0
8.7 6.3 4.0 1.0 0.0 0.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

平均：15.19年

（基数：自営業・自由業・企業経営者 N=475）

４年以内 ５～９年 １０～１４年 １５～１９年 ２０～２９年 ３０年以上

16.4
20.8

17.3
11.2

19.4
14.9

0%

10%

20%

30%

40%
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（基数：企業経営者 N=300）

5000万円
未満

5000万円
～

１億円未満

１億円
～

３億円
未満

３億円
～

５億円
未満

５億円
～

１０億円
未満

１０億円
～

５０億円
未満

５０億円
～

１００億円
未満

１００億円
以上

44.7

21.3
15.0

6.0 7.0 4.3 1.3 0.3
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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第６章．事業上の金融機関の利用実態と評価 

Q 取引している金融機関・最も取引している金融機関 

Q 取引している金融機関の取引内容  

●金融機関全体では「預金」（93.5％）、「決済」（59.8％）、「融資・資金調達」（30.9％）などの取引が中心。 
●銀行での取引においても、同様の傾向。 

●いずれかの銀行での取引は、合計で91.2％。 

●最も取引のある金融機関は「都市銀行」（35.4％）、「地方銀行」（29.3％）。「銀行（計）」では74.1％。 

●設立ないし事業開始からの継続期間が10年未満や、従業員数が５名未満の企業、もしくは30名以上の 
 企業で、最も取引のある金融機関が銀行となる割合が高い。 

金融機関との取引について 

注）各銀行区分の具体的銀行名は、P49を参照 

預金

外国為替

決済

融資・資金調達

経営相談

資産運用

その他

（基数：自営業・自由業・企業経営者 N=475）

93.5

11.8

59.8

30.9

9.7

14.1

1.7

86.3

10.7

52.8

21.3

6.9

10.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれかの金融機関で取引

いずれかの銀行で取引

　　銀行（計）

都市銀行

地方銀行

第二地方銀行

信託銀行

外国銀行

インターネット専業銀行

その他の銀行

信用金庫

信用組合

農協・漁協

商工組合中央金庫

日本政策金融公庫

ビジネスローン専門会社

ゆうちょ銀行

その他の金融機関

金融機関は利用していない
／

（基数：自営業・自由業・企業経営者 N=475）

91.2

54.5

48.2

12.0

1.7

2.5

21.9

2.7

32.0

5.7

6.1

1.3

6.3

0.2

26.5

2.3

3.2

74.1

35.4

29.3

5.5

0.2

0.6

2.7

0.4

15.8

0.8

1.1

0.2

0.0

0.0

4.0

0.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業に関連して取引のある金融機関

事業に関連して最も取引のある金融機関



第６章．事業上の金融機関の利用実態と評価 

●都市銀行・地方銀行に対しては、「企業（融資先）の事業内容と将来性の理解・評価している」を評価。 

●信用金庫では「対応が早い」「頻繁にコミュニケーションを取っている」など“コミュニケーション力”が評価。 

 

Q 取引している金融機関の印象評価 

(%)

将
来
性
を
理
解
・
評
価
し
て
い
る

企
業

（
融
資
先

）
の
事
業
内
容
と

 
 
 
 
 

適
切
に
行
っ

て
い
る

事
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

資
金
を
適
切
に
提
供
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 

適
切
で
あ
る

融
資
担
当
者
の
引
き
継
ぎ
が

 
 
 
 
 
 
 
 

豊
富
で
あ
る

業
界
や
市
場
に
関
す
る
知
識
が

対
応
が
早
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
て
い
る

仕
入
れ
先
や
販
売
先
の
紹
介
を

 
 
 
 
 
 
 
 

取
っ

て
い
る

頻
繁
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

都市銀行 21.9  9.3  10.5  7.6  18.5  9.7  2.7  3.8  59.6  

地方銀行 18.5  13.1  12.2  9.9  7.4  14.3  7.6  11.8  62.9  

第二地方銀行 7.2  5.3  6.1  4.0  1.9  4.4  4.8  5.7  80.8  

信託銀行 2.1  1.9  1.7  1.9  2.1  1.3  0.4  0.4  90.3  

外国銀行 1.5  0.8  1.9  1.3  3.6  2.1  0.4  0.4  92.6  

インターネット
専業銀行 4.6  0.4  1.1  1.1  1.9  16.0  0.6  0.8  80.6  

その他の銀行 1.9  0.4  0.6  0.2  0.2  2.5  0.6  0.6  94.1  

信用金庫 13.5  9.3  12.0  10.1  2.9  14.9  7.2  14.5  65.5  

信用組合 5.1  2.9  5.1  4.6  1.9  5.5  2.5  6.1  82.1  

農協・漁協 4.2  3.2  3.2  3.2  2.1  1.9  2.5  5.1  86.1  

商工組合中央金庫 3.2  3.2  2.5  2.1  2.3  1.5  2.3  2.7  87.6  

日本政策金融公庫 5.5  2.3  6.9  3.2  2.5  2.9  0.6  1.5  85.9  

ビジネスローン
専門会社 2.5  1.3  0.2  0.6  1.1  2.1  0.8  0.2  93.3  

その他の金融機関 1.1  0.4  1.1  0.6  1.1  1.7  1.5  1.3  94.9  

（基数：自営業・自由業・企業経営者 N=475）

1位 2位 3位
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